
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

◆◇南高附属中 防災委員会より 今年度の取り組み◇◆ 
 本校では避難訓練や各教科の学習場面を通して、防災教育を推進してきており、生徒たちも真剣に避難訓練などに取

り組んでいます。また、職員も防災委員会を中心に、シミュレーションの実施やＡＥＤ研修等体制の強化を図っています。 

自らの身を安全・安心に過ごすためにも、日ごろから高い防災意識を持ちましょう。 

１．もしもの時は… 

生徒が学校内に残っている時に、横浜市内で震度５強以上を観測した場合は、原則として学校待機となります。その後、

保護者による引き取りとなります。原則として防災カードに記載のある方のみ引き取りが可能ですので、日頃から各家庭で

よく話し合っておきましょう。 

２．映像による避難経路確認 

  ６月の学校再開オリエンテーションにて、災害時避難経路の確認を行いました。今年度は新型コロナウイルス感染症

対策のため映像による確認となりましたが、進級し新しくなった教室からどのような経路で逃げればよいのかを確認するこ

とができました。本校には、教室棟Ａ～Ｃの階段と体育棟の階段、管理棟の D階段があります。生徒が一つの階段に集中

しないように、各教室には避難に利用する階段の掲示がされています。実際に避難する時は、それぞれの階段を利用し

て、スムーズな避難を心がけましょう。普段、教室を移動して授業を受ける機会もありますので、どこに避難する階段がある

のか、日頃から意識を持ちましょう。 

３．防災備蓄庫について 

 本校の敷地内に、防災用の倉庫があります。中には、生徒全員分の乾パンと水があります。また、「サバイバルシート」も

生徒全員分用意してあります。薄手のアルミ製のものですが、寒さをしのぐのに役にたちます。毛布や非常用ラジオ、簡

易トイレなどの備蓄も、ＰＴＡの協力によって一層進められています。 

４． 災害協定について 

 震災の発生によって、近隣の港南区役所の施設が使用不能となった場合、地域住民が本校の施設の一部を代替施設

として使用します。また、他県からの応援の警察官の宿舎としてセミナーハウスが使われます。 

５．自動販売機について 

食堂等に設置してあります自動販売機は、設置業者との契約で「緊急時飲料提供」がされることとなっています。 

東日本大震災の時にも、活用されました。 

６．メール配信システムの活用について 

 4月当初、メール配信システムの登録（任意）についてのプリントが配布されました。登録された方には、災害時等の 

連絡手段として活用させていただきたいと考えています。 

７．総合防災訓練について 

例年夏休み明けに実施している総合防災訓練ですが、今年度は感染対策のため形式を変更して実施します。実際に

災害が発生した時に適切に行動ができるよう、大切なことを改めて確認しましょう。 
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三者面談では、保護者の方とみなさんと担任の先生とで、有意義な振り返りとこれからの展望をお話しす

ることができたと思います。色々なものが、延期になったり中止になったりしてしまった今年度のスタートでし

たが、新しいクラスにとまどいを感じつつも、自分たちの力で、各クラスの明るい空気を生み出そうと努力して

いる２年生の姿が頼もしいです。１年生の時に思い描いた「２年生の先輩」の姿に、少しずつ近づいているで

しょうか。１学期の振り返りで書いたコメントを一部紹介します。 

 

１組：あああああ 疲れた。肩こりがすごい。でも友達に会えたのは嬉しい。４，５月は、時々勉強して

いたけど、６月は時間が減った。クラス替えは特に緊張もしなかったけど、まわりが個性豊かな人たちで

良かった。 

 

１組：あああああ  提出物をよく頑張っていたと思う。遅れてしまうことも何度かあったが、忘れずに出

せている。また、学級委員を務めるようになり、自分の目標の一つである、リーダーとしてみんなをひっ

ぱっていく、の達成に近づけていると思う。特に、委員会での話し合いには積極的に参加し、意見を出せ

ている。さらに声かけやテストにも自信を持って取り組むことができるようになった。しかし、家庭学習

への取り組む態度など、幾つかの改善点も明らかになった。ゲームや漫画など、やりたいことばかりを優

先してしまい、勉強が後回しになり、寝る時間まで遅くなってしまった。来月からは、自分のやるべきこ

との優先順位を考え、家庭学習への取り組み方を改善し、テストでもっと良い点を取りたい。 

 

２組：あああああ 新しいクラスになって慣れないことが多かったけど、少しずつ慣れてきた。自分から

周りの人にはあまり話しかけられなかったけど、周りの人が話しかけてくれて、少しずつクラスになれて

いけた。まだ２年生になった気がしなくて、自分のクラスが４階にあって、自分より一つ下の学年の１年

生が校舎にいることが少し不思議。１年生が部活に入ってきたら、上手くかかわっていけるか不安。去年

よりも部活で頑張って上達していきたい。２年生になって勉強する内容が難しくなった気がする。休校中

に少しだらけてしまっていたので、学校生活に慣れるのに時間がかかった。そのため、家に帰ってもあま

り勉強することができない日の方が多かった。少しずつ今までの生活を取り戻していくために、寝る時間

と起きる時間を日によって変わることがないようにしていきたい。私は委員会に入っていないけれど、部

活で１年生が入ってきて、関わることになるので、そのときは自分がしてもらったら嬉しいことを積極的

にやっていきたいと思う。また、１週間の勉強時間が１０００分を毎回超えられるように、まずは平日９

０分、休日１８０分を達成できるようにしたい。 

 

３組：あああああ ６月の分散登校では、半分（２０人）での生活で、人数が少ないので、新しい友達が

思っているよりも早くできた。新しいクラスへの不安が大きかったけれど、毎日楽しかった。１５日から

４０人での授業が始まると、初日のように緊張した。しかし、前後の席の人が知り合いだったので、近く

の他の人ともすぐに仲良くなれた。まだ元のクラスの壁はあるけれど、色々な人と話せるようになってき

た。７月から元の時間に戻ると、部活も始まり、ようやく「元の生活」が戻ってきて安心した。９th が

入ってきてから、「先輩意識」が芽生えて２年生になったことを実感した。クラスの人と席替えなどで近

くになって、少しずつだけど話せるようになった。それに加えて、元のクラスの人たちとも、より仲良く

なった。同じＦグループの人たちは、同じクラスは１４人なので、みんなと話せるようになった。今年は

1 学期の振り返り ～学校再開からの２ヶ月～ 



行事などが恐らく例年通りにはいかないと思うので、この今年の「トライアンドエラー」の状況を楽しも

うと思う。１年先、１ヶ月先、１週間先も見えない状況だからこそ、１日１日を楽しんで生活していきた

い。 

 

４組：あああああ 長い長い休業期間が終わって、やっと学校が始まってなかなか会えなかった友達に

も会えて、待ちに待った部活まで始まってとても嬉しい。４０分授業は平気だったけど、５０分授業×７

時間は、やっぱり結構キツかった。ただすごく充実していて毎日楽しかった。去年は数学Ｄグループで教

室だったけど、今年はＦグループで３組と合同授業は正直嫌だと思っていたけど、自分が想像していたの

と全然違って、とても楽しい。ただ休み時間後、５時間目の移動教室は結構つらくて、４階全力ダッシュ

は一日の中で一番疲れると思う。とにかくすごく楽しい！！元１－３の人達が、１～３組にいて、用があ

って会いに行くと、その子はそのクラスで元１－３じゃない子と一緒にいて、その縁で私もそのこと仲良

くなれて…と、どんどん友達の輪が広がっていくのを感じた。部活は１年生が見学に来るようになり、私

が初対面の子に声をかけて仲良くなって、ふとした時に「あっ、先輩！」と言われると、ああ…先輩かぁ

…と感じる。特にその子が、私がきっかけ？でバレー部に入部届を出してくれたのは、本当にこの上ない

喜びを感じた。昼休みも、その子が友達を連れてきて、一緒にバレーボールをしてくれるのは、すごく嬉

しくて、自分が後輩に必要とされていると感じるから、より頑張ろうと思うことができる。クラスの人

は、もう全員顔と名前が一致して、大体の人とは気兼ねなく話せるようになったと思う。話す相手もすご

くノリが良くて、助かっている。１年生の時に中途半端になっていたことを、２年生になってからはきち

んとやろうと心に誓ったから頑張ろうと思う。 

 

各クラスの学級目標 きれいなポスターに仕上げました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  

○8月４日（月）～１４日（金）は閉庁期間です。学校に入ることはできません。 

○2学期は 8月１７日（月）スタートです。元気に登校してきてください！ 

〇8月 29日（土）12:30（受付 12:00）学級懇談会があります。 


